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梶
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照
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１
名 

  

奈
良
県
の
地
域
創
造
部
主
催
で
世
界
遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」

登
録
２
０
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
当
ぐ
る
ー
ぷ

に
も
参
加
要
請
が
あ
っ
た
の
で
出
席
し
た
。
開
催
場
所
は
吉
野
町
の
中
央
公
民

館
で
、
町
役
場
の
隣
の
大
き
な
建
物
だ
っ
た
。 

 
 
 

 
 
 

 

  

午
後
２
時
過
ぎ
に
会
場
に
入
る
と
、
１
０
０
人
を
超
え
る
出
席
者
が
席
に
着

い
て
い
た
。
山
下
奈
良
県
知
事
を
は
じ
め
、
県
内
の
関
係
市
町
村
長
が
参
加
し

て
い
た
。
黒
滝
村
、
野
迫
川
村
は
地
域
連
絡
協
議
会
に
は
出
席
し
て
い
な
い
の

で
初
め
て
村
長
の
お
顔
を
見
た
。 

県
知
事
の
開
会
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
森
井
世
界
遺
産
室
長
に
よ
る
趣
旨
説
明

が
行
わ
れ
、
金
峯
山
寺
の
五
條
官
領
が
奥
駈
道
に
つ
い
て
語
っ
た
。 

そ
の
後
、
各
自
治
体
か
ら
世
界
遺
産
を
守
る
取
り
組
み
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
あ
っ
た
が
、
自
治
体
の

説
明
一
方
で
、
出
席
者
と
の
や
り
取
り
は
全
く
な
か
っ
た
。 

 
 
 

 
 
 

 

  

川
上
村
、
上
北
山
村
か
ら
は
山
足
鳥
（
さ
ん
そ
く
う
）
と
い
う
登
山
グ
ル
ー

プ
と
案
内
板
設
置
な
ど
の
業
務
委
託
を
行
っ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
こ

の
山
足
鳥
に
つ
い
て
は
、
以
前
吉
野
勤
務
だ
っ
た
環
境
省
の
鵜
飼
管
理
官
か
ら

聞
い
て
い
た
が
、
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
も
ヒ
ッ
ト
し
な
い
。
ト
レ
ラ
ン
愛
好
者

を
中
心
と
し
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
か
と
思
わ
れ
る
。 

下
北
山
村
長
と
十
津
川
村
長
か
ら
は
、
我
々
の
活
動
を
大
き
く
取
り
上
げ
て
い

た
だ
い
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

午
後
４
時
閉
会
予
定
だ
っ
た
が
、
２
０
分
ほ
ど
遅
れ
て
終
了
し
た
。 



 
 
 

 
 
 

 

 

金
峯
山
寺
と
聖
護
院
門
跡
、
小
仲
坊
の
五
鬼
助
さ
ん
と
大
日
岳
行
場
の
ク
サ
リ

に
つ
い
て
協
議
す
る
。
次
回
の
地
域
連
絡
協
議
会
で
、
関
係
寺
院
の
了
承
を
得

て
再
設
置
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
費
用
は
各
寺
院
で
出
し
合
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
だ
。
ま
た
、
深
仙
宿
灌
頂
堂
の
傾
き
に
つ
い
て
も
報
告
を
行
っ
た
。
こ

の
ま
ま
で
は
い
ず
れ
倒
壊
す
る
だ
ろ
う
、
我
々
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
旨
を
伝
え
、
今
後
の
対
応
を
考
え
て
い
た
だ
く
事
に
し
た
。 

 

午
後
４
時
半
過
ぎ
に
会
場
を
離
れ
帰
宅
し
た
。 

 
 
 
 

（
記
；
梶
野
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

14

：05

吉
野
町
中
央
公
民
館16

：35 

 


